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クリスマス会
ひと足早くサンタクロースがやっ
てきたのは12月2日に朝日地区
センターで開かれたクリスマス
会。集まった町内の子どもたち
は、サンタさんからお菓子をも
らったり、映画を観たり、楽し
いゲームやビンゴ、プレゼント
交換などでふれあい、ホールに
は笑顔があふれた。
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ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ユネスコエコパーク
　が描く只見の未来

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が
描
く

只
見
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
１
４
０
人

が
参
加
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
目
黒

町
長
は
「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
地

で
生
命
や
財
産
を
守
り
、
次
世
代
に

伝
え
る
責
任
が
あ
る
。
自
然
と
生
命

を
慈
し
み
、
人
の
営
み
の
あ
り
方
を

見
つ
め
直
し
、
皆
さ
ん
と
考
え
、
只

見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
、
浅
井
孝
司
日
本
ユ
ネ

ス
コ
国
内
委
員
会
事
務
次
長
、
鈴
木

克
昌
福
島
県
生
活
環
境
部
次
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

５
名
の
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
表
題
に
つ
い
て
、
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
只
見
の
自
然
の
特
徴
と
価
値
」

樫
村
利
道　

福
島
大
学
名
誉
教
授

▽
福
島
県
で
一
番
雪
が
深
い
。
貴
重

な
雪
食
地
形
が
多
い
。
多
彩
な
自
然

環
境
で
希
少
種
が
多
い
。
エ
コ
パ
ー

ク
へ
の
登
録
で
新
た
な
発
展
が
望
ま

れ
る
只
見
の
自
然
。

「
佐
渡
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

崎
尾
均　

新
潟
大
学
教
授

▽
自
然
散
策
ツ
ア
ー
や
、
蒲
生
岳
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
な
っ
て
み
て
は

ど
う
か
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
ル
ー
ト
の

選
定
、ガ
イ
ド
の
養
成
な
ど
が
重
要
。

「
遺
伝
的
多
様
性
の
保
全
を
図
る
Ｂ

Ｒ
の
役
割
」

吉
丸
博
志　

森
林
総
合
研
究
所

多
摩
森
林
科
学
園
園
長

▽
遺
伝
的
多
様
性
で
の
個
性
を
大
事

に
し
た
い
。
同
じ
種
の
中
の
個
性
的

遺
伝
は
遺
伝
的
資
源
と
な
る
の
で
重

要
。
地
域
の
財
産
と
し
て
遺
伝
的
資

源
を
残
す
こ
と
が
大
切
。

「
Ｂ
Ｒ
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
報

告
」

酒
井
暁
子　

横
浜
国
立
大
学
准
教
授

▽
現
在
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は

１
１
７
国
内
で
５
９
８
ヵ
所
存
在
す

る
。
世
界
の
気
候
変
動
と
エ
コ
パ
ー

ク
と
の
関
連
や
改
善
点
な
ど
を
協
議

し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
で
地

域
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
設
定
ま

で
の
経
過
」

朱
宮
丈
晴　

日
本
自
然
保
護
協
会

保
全
研
究
部
長

▽
エ
リ
ア
は
２
市
、
２
町
、
１
村
が

関
わ
る
。
森
林
が
80
％
。
１
９
６
０

年
代
か
ら
自
然
に
や
さ
し
い
様
々
な

取
り
組
み
を
実
施
（
有
機
農
業
な

ど
）。
景
観
に
配
慮
し
、
景
観
条
例

も
制
定
。
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
（
照
葉
樹
林
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
）。
地
元
か
ら

主
体
的
に
情
報
発
信
し
て
い
る
。
町

の
人
間
と
外
の
人
間
と
の
関
係
が
身

近
。
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
の
積
み

重
ね
が
有
効
で
あ
り
重
要
。
ブ
ラ
ン

ド
ロ
ゴ
が
各
所
で
使
わ
れ
Ｐ
Ｒ
効
果

が
向
上
す
る
。
結
果
と
し
て
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
。

【
演
題
】

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
～
綾
町
の
取
り
組
み
～

【
講
師
】

　

河
野
耕
三　

氏

　
（
宮
崎
県
綾
町
役
場
企
画
財
政
課

照
葉
樹
林
文
化
推
進
専
門
監
）

今
年
７
月
に
「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
と
し
て
登
録
が
決
定
し
、

世
界
に
認
め
ら
れ
た
宮
崎
県
綾
町
で

照
葉
樹
林
文
化
推
進
専
門
監
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る「
河
野
耕
三
氏
」

を
招
き
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
河
野
氏
は
、
綾
町
が
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
へ
の
申
請
を
行
な
っ
た
き
っ

か
け
や
、
申
請
に
至
る
ま
で
の
歴
史

的
背
景
と
経
過
、
申
請
前
ま
で
の
エ

コ
パ
ー
ク
的
取
り
組
み
の
実
績
、
取

り
組
み
の
総
合
評
価
と
し
て
申
請
を

行
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
詳

し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
綾
町
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録

を
目
的
に
活
動
し
て
き
た
の
で
は
な

く
、
今
ま
で
の
積
み
重
ね
が
エ
コ
パ

ー
ク
の
理
念
に
合
致
し
認
め
ら
れ
た

も
の
と
話
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
１
０
０

年
か
け
て
エ
コ
パ
ー
ク
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
て
い

る
現
状
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

河
野
氏
は
、
学
生
時
代
か
ら
全
国

の
植
生
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
植

生
・
植
物
社
会
学
の
第
一
人
者
で
、

こ
れ
ま
で
30
年
近
く
綾
町
の
照
葉
樹

林
保
護
や
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
に
か
か
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
仮
称
）
の
登
録
と
、
そ
の
推
進

を
図
る
こ
と
や
、
町
民
皆
さ
ん
の
こ
の
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
、
さ
ら
に
主
体
的
な
参
加
と
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
識
経
験
者
や
先

進
地
の
方
を
招
き
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
学
び
、
議

論
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
18
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
で
「
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

第
一
部

 

世
界
か
ら
見
た

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

第
二
部

 

記
念
講
演

▲貴重な意見が聞かれたディスカッション

綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は･･･

▽
総
面
積�

１
４
，
５
８
０
ｈ
ａ

▽
核
心
地
域�

６
８
２
ｈ
ａ

▽
緩
衝
地
域�

８
，
９
８
２
ｈ
ａ

▽
移
行
地
域�

４
，
９
１
６
ｈ
ａ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で

只
見
の
将
来
図
を
描
く
」

は
じ
め
に
、
渡
部
勇
夫
総
務
企
画

課
長
か
ら
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

で
只
見
町
は
何
を
目
指
す
の
か
？
」

に
つ
い
て
問
題
提
起
が
あ
り
、
只
見

町
の
概
要
や
課
題
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
入
り
、
鈴
木
和
次
郎
町
ブ
ナ

セ
ン
タ
ー
館
長
の
進
行
に
よ
り
９
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
意
見
を
述
べ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

第
三
部

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

樫村 利道 氏　
福島大学名誉教授

▽ 自然に直に接し学んでいく
ためにコースを決めガイドを
つける。学習するためのデー
タベースをつくる。調査研究
を行う。

崎尾 　均 氏　
新潟大学教授

吉丸 博志 氏　
森林総合研究所
多摩森林科学園園長

▽ 魅力ある自然をうまく語れ
る、伝えられる人材（ガイド）
を育成していくことが重要で
あり必要になる。

▽ガイドの養成、教育に役立
つ調査結果を残していく。情
報を保存しておくことが大
切。

酒井 暁子 氏　
横浜国立大学准教授

朱宮 丈晴 氏　
日本自然保護協会
保全研究部長

▽ 自己発見することから始め
ていく。主体的に計画を立て
ていくことが必要。町が一丸
となっての取り組みを。

▽地域にとって何を将来に伝
えていく必要があるのか考え
る。子孫へ豊かな自然を残して
いくことが重要。綾町のエコパ
ーク登録までの取り組みは自
然保護の画期的な取り組み。

河野 耕三 氏　
宮崎県綾町照葉樹林
文化推進専門監

佐藤 順子 さん
（入叶津）

▽ 地域住民が何ができるか考
え、役場がサポートしていく。
この構図ができれば将来的に外
から注目される町になる。興味
をもたれる町に変わっていく。

▽出稼ぎに行かなくても商売が
できる町、希望の持てる町にな
ることを願っている。エコパー
ク登録になっても夢と希望の持
てる明るい町になることを願う。

鈴木 サナエ さん
（只見）

目黒 道人 さん
（舘ノ川）

▽ エコパークという全世界の
冠がつけられればすばらしい。
子どもたちが自然に対する心
を養っている。只見の自然が教
育の中心になればすばらしい。

▽自然保護と自然の暮らしに
ついて学んでいきたい。普段
生活している只見のすばらし
さを学んでいきたい。外から
只見を訪れ、自然に親しみ学
んでもらう。それが地域活性
化に繋がってほしい。

「町民みんなで考え、取り組みましょう！」
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー

町
下
町
民
体
育
館
前
で
行
わ
れ
た

開
館
式
で
、
実
行
委
員
会
会
長
の
目

黒
町
長
は
「
昨
年
は
東
日
本
大
震
災

や
新
潟
・
福
島
豪
雨
と
、
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
文
化
祭
も
規
模
を
縮
小

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
た
な
内
容

の
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。
メ
イ
ン

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
へ
の
登
録
を
目
指
す
町
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
登

録
は
地
域
活
性
化
の
手
が
か
り
で
、

そ
の
後
の
全
町
民
に
よ
る
取
り
組
み

が
と
て
も
重
要
で
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場

内
に
は
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
目
黒
町
長
、
齋
藤
邦
夫
町
議
会

議
長
、
飯
塚
恒
夫
町
文
化
協
会
長
、

渡
部
仁
一
町
教
育
委
員
長
職
務
代
理

の
４
名
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、
只
見
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓

笛
隊
演
奏
が
セ
レ
モ
ニ
ー
に
華
を
添

え
ま
し
た
。
演
奏
が
終
わ
る
と
詰
め

か
け
た
方
々
は
次
々
と
入
場
さ
れ
ま

し
た
。

　
文
化
の
魅
力
に
ふ
れ
た
二
日
間

今
年
の
文
化
祭
は
「
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
、
芸
術
作
品
の
展
示
と
併
せ
、

各
コ
ー
ナ
ー
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

富
で
、
来
場
者
の
真
剣
に
取
り
組
む

姿
が
そ
こ
か
し
こ
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
紹
介
と
、
そ
の
登

録
を
目
指
し
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

内
容
な
ど
を
パ
ネ
ル
や
冊
子
で
紹
介
、

第４２回只見町文化祭
第42回を迎えた只見町文化祭が、11月3日から4日の二日間、町下町

民体育館をメイン会場に開かれ、町内外から延べ2600人が来場、文化
の魅力にふれる、年に一回の祭典に人びとが集い、にぎわいました。

▲メイン会場の町民体育館

▲世代間交流コーナーの折り紙体験

▲貴重な遺物が展示された「黒谷舘跡」発掘コーナー

▲開館式で披露「只見小鼓笛演奏」

▲ユネスコエコパークについて紹介したメインコーナー

▲目黒町長と関係者によるテープカット

地域の魅力を再発見
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只見町文化祭事業の一環として、11月11
日、只見町文化協会芸能発表会が、季の郷・
湯ら里で開かれました。出演団体は、只見音
楽研究会、宝生流謡曲研究会只見松楓会、コ
ーラス・はなみずき、はぎの会、瞳の会、只
見民謡会、只見つくし会、蒲生花輪踊り保存
会、天領只見仙嶽太鼓保存会の文化協会に加
盟する9団体の皆さんで、美しい歌声や華や
かな舞踊、さらに勇壮で迫力のある太鼓演奏
などを次々と披露、お互いのできばえをたた
え合いながら交流し、親睦を深めました。
また、大勢の来場者は、最後の演目が終了
するまで大きな拍手を送り、芸術の秋にふさ
わしい一日を出演者とともに過ごしました。

訪
れ
た
方
に
は
職
員
が
詳
し
く
説
明

し
て
い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
ぼ

く
と
わ
た
し
の
朝
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者

に
は
久
保
副
町
長
か
ら
賞
状
や
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
橋

本
重
厚
福
島
県
立
医
科
大
学
准
教
授

の
血
圧
管
理
に
関
す
る
講
演
会
も
開

か
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
今

年
発
掘
作
業
が
行
わ
れ
た
「
黒
谷
舘

跡
」
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
貴

重
な
遺
物
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の

目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

町
民
芸
術
、
手
工
芸
、
町
民
文
芸
、

民
芸
品
、
只
見
高
校
Ｐ
Ｒ
の
各
コ
ー

ナ
ー
に
は
努
力
の
成
果
が
う
か
が
え

る
作
品
が
展
示
さ
れ
、
カ
メ
ラ
に
収

め
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

只
見
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
行
な
っ

た
バ
ザ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ど
り

会
の
雑
貨
販
売
、
体
育
館
ピ
ロ
テ
ィ

ー
で
行
わ
れ
た
物
産
販
売
な
ど
も
大

勢
の
方
で
に
ぎ
わ
い
、
大
好
評
で
し

た
。
さ
ら
に
、
只
見
小
学
校
体
育
館

で
は
、
元
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
和

田
孝
志
投
手
ら
を
講
師
に
招
き
、
野

球
教
室
が
開
か
れ
、
小
中
学
生
が
憧

れ
の
元
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
練
習
の

コ
ツ
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
の
分
校
ふ

ざ
わ
で
は
４
日
に
森
林
の
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
さ
わ
や
か

な
歌
声
や
楽
器
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
も
、
テ
ー
マ
の
と
お
り
、
訪

れ
た
方
々
が
思
い
思
い
に
文
化
を
体

験
し
、
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
た
文
化
祭

に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

つなげよう・広げよう・文化の絆
～地域の魅力を再発見しよう～

「ぼくとわたしの朝ごはんコンテスト」入賞者のみなさん▲

ろくろを使った陶芸体験も人気

▲

只見小体育館で開かれた野球教室▲

華や
かに、美しく

只見町文化協会
芸能発表会

只見町文化祭
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調
査
は
、
町
内
53
ヵ
所
の
測
定
地

点
を
設
定
し
、
町
の
職
員
が
シ
ン
チ

レ
ー
シ
ョ
ン
式
放
射
線
測
定
器
で
地

面
か
ら
地
上
１
メ
ー
ト
ル
と
1
セ
ン

チ
の
高
さ
の
空
間
線
量
を
1
ヵ
所
に

つ
き
4
回
測
定
、
そ
の
平
均
値
を
記

録
す
る
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

調
査
時
期
は
、
平
成
23
年
11
月
、

平
成
24
年
5
月
、平
成
24
年
10
月
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
測
定
値
と
空
間
線
量
の

増
減
を
一
覧
表
で
報
告
し
ま
す
。

測
定
対
象
と
な
る
の
は
空
気
中
の

ガ
ン
マ
線
量
で
測
定
単
位
は
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間
で
す
。

な
お
、
本
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
検
索
は
こ
ち
ら
か
ら･･･

http://fukushim
a-radioactivity.

jp/org-m
apsearch.php

平
成
24
年
9
月
に
は
特
殊
な
測
定

機
器
を
車
両
に
搭
載
し
、
町
内
の
主

な
道
路
を
走
行
し
て
大
気
中
の
放
射

線
量
を
測
定
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
確
認
方

法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
測
定
値
に
つ
い
て

は
0
・
2
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
る
地
点
は
な
く
、
国
の
示
す
追

加
被
ば
く
線
量
の
基
準
値
は
下
ま
わ

り
ま
し
た
。
な
お
、今
後
も
継
続
し
、

調
査
を
行
な
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
整
備
事
業
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
で

は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
空
間
放
射
線

量
の
数
値
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
只
見
町
の
設
置
場
所
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
リ
ア
ル
タ
イ
ム
測
定
シ
ス
テ
ム

　

青
少
年
旅
行
村
い
こ
い
の
森

　

只
見
・
朝
日
・
明
和
の
各
小
学
校

　

只
見
中
学
校

　

只
見
高
等
学
校

　

只
見
・
朝
日
・
明
和
の
各
保
育
所

　

只
見
町
役
場

▽
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

　

小
林　

上
照
岡
教
員
住
宅

　

只
見　

町
下
野
球
場

表
示
単
位
は
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

／
時
間
で
す
。

町内全域環境放射線量
モニタリングメッシュ調査

只
見
町
で
は
、
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
不
安

を
解
消
す
る
こ
と
や
、
大
気
中
の
放
射
線
量
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
確
認
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
環
境
放
射
線
量
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
メ
ッ
シ
ュ
調
査
」
を
平
成
23
年
度
か
ら
24
年
度
に
わ
た
り
行

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
空
間
線
量
の
数
値
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
は
今
後
も
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

測
定
方
法

主
要
道
路
の
放
射
線
量
を
測
定

リ
ア
ル
タ
イ
ム
線
量
測
定
シ
ス
テ
ム

環境放射線量モニタリングメッシュ調査結果（単位：マイクロシーベルト/時間)
番号 地　区　名 測　定　地　点 平成 23 年

11 月
平成 24 年

５月
平成 24 年 

10 月
23 年から

の増減
24 年５月 
からの増減

1 十島 字間々田地内道路上 0.08 0.09 0.08 0.00 -0.01 

2 塩沢 国道252号と十島橋の合流地点 0.09 0.08 0.07 -0.02 -0.01 

3 寄岩 寄岩集会所前 0.08 0.09 0.08 0.00 -0.01 

4 蒲生（宮原） 旧蒲生公民館前国道上 0.08 0.08 0.08 0.00 0.00 

5 蒲生（久保） 蒲生集会施設　雪の里 0.08 0.08 0.07 -0.01 -0.01 

6 蒲生（居平） 居平地内道路上 0.08 0.08 0.08 0.00 0.00 

7 蒲生（小八木沢） 小八木沢地内国道上 0.07 0.07 0.07 0.00 0.00 

8 叶津（番所） 叶津番所前 0.08 0.07 0.08 0.00 0.01 

9 叶津（入叶津） 字入叶津地内道路上 0.09 0.08 0.08 -0.01 0.00 

10 新町 只見高校前国道 0.07 0.07 0.07 0.00 0.00 

11 只見（駅前） 只見駅前 0.09 0.08 0.08 -0.01 0.00 

12 只見（上町） 字上町地内道路上 0.08 0.08 0.09 0.01 0.01 

13 只見（岩崎） 町道路上 0.10 0.08 0.09 -0.01 0.01 
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番号 地　区　名 測　定　地　点 平成 23 年
11 月

平成 24 年
５月

平成 24 年 
10 月

23 年から
の増減

24 年５月 
からの増減

14 宮渕 宮渕公民館前　国道 0.09 0.09 0.09 0.00 0.00 

15 舘ノ川 舘ノ川公民館前　国道 0.09 0.08 0.07 -0.02 -0.01 

16 黒沢 長福寺前　国道 0.09 0.09 0.08 -0.01 -0.01 

17 楢戸 字宮ノ前地区国道上 0.07 0.07 0.10 0.03 0.03 

18 荒井原 広瀬神社前　国道 0.08 0.07 0.07 -0.01 0.00 

19 下福井 下福井公民館前 0.08 0.07 0.09 0.01 0.02 

20 上福井 上福井集会所 0.10 0.09 0.08 -0.02 -0.01 

21 小川 小川公民館前（県道） 0.08 0.08 0.08 0.00 0.00 

22 黒谷沖 倉田屋前　三叉路 0.09 0.07 0.07 -0.02 0.00 

23 根木沢 字岑峯沢地内道路上 0.07 0.08 0.08 0.01 0.00 

24 黒谷入（白沢） 字白沢地内道路上 0.08 0.07 0.09 0.01 0.02 

25 黒谷入（倉谷） 倉谷橋 0.11 0.09 0.09 -0.02 0.00 

26 長浜 長浜公民館 0.08 0.08 0.08 0.00 0.00 

27 荒島 字宮ノ前道路上 0.08 0.08 0.09 0.01 0.01 

28 熊倉 熊倉公民館 0.10 0.08 0.08 -0.02 0.00 

29 亀岡 字山崎地内道路上 0.09 0.08 0.08 -0.01 0.00 

30 深沢 字深沢地内道路上 0.12 0.10 0.10 -0.02 0.00 

31 大倉 大倉公民館 0.09 0.07 0.09 0.00 0.02 

32 小林（郵便局） 明和郵便局前 0.09 0.07 0.08 -0.01 0.01 

33 小林（保育所） 明和保育所 0.10 0.11 0.10 0.00 -0.01 

34 二軒在家（九々生） 字九々生地内道路上 0.11 0.09 0.08 -0.03 -0.01 

35 二軒在家（岩下） 字岩下地内道路上 0.09 0.08 0.08 -0.01 0.00 

36 塩ノ岐（柳原） 塩ノ岐集会施設前 0.12 0.09 0.10 -0.02 0.01 

37 塩ノ岐（天沼） 天沼橋 0.12 0.10 0.11 -0.01 0.01 

38 塩ノ岐（間丸貝） 字間丸貝地内道路上 0.12 0.11 0.12 0.00 0.01 

39 梁取 梁取公民館 0.11 0.09 0.09 -0.02 0.00 

40 坂田（仮安） 坂田公民館 0.10 0.09 0.11 0.01 0.02 

41 坂田（篠輪） 仲村橋 0.12 0.10 0.11 -0.01 0.01 

42 布沢 森林の分校　ふざわ 0.12 0.11 0.10 -0.02 -0.01 

43 布沢（夕沢） 夕沢橋 0.11 0.09 0.09 -0.02 0.00 

44 布沢（大田） 字大田地内道路上 0.11 0.09 0.11 0.00 0.02 

45 叶津（入中島） 字入中島地内道路上 0.10 0.07 0.08 -0.02 0.01 

46 大字福井 字大和久平道路上 0.07 0.07 0.07 0.00 0.00 

47 黒谷（九日田） 字九日田地内道路上 0.08 0.08 0.08 0.00 0.00 

48 只見（郵便局） 只見郵便局前 0.07 0.07 0.07 0.00 0.00 

49 熊倉 字杉沢地内道路上 0.10 0.08 0.09 -0.01 0.01 

50 長浜 朝日診療所 0.09 0.08 0.09 0.00 0.01 

51 深沢 湯ら里　正面玄関前 0.12 0.10 0.12 0.00 0.02 

52 只見（赤沢） 字赤沢地内道路上 0.08 0.08 0.08 0.00 0.00 

53 小林 旧明和小学校校庭 0.29 0.13 0.26 -0.03 0.13 

※測定の高さは、地面から地上１メートルのところです。※平成 23 年 11月の調査は業者に委託し実施しています。
※この表の他に福島県が行う調査の測定地点が 19 地点あります。詳しくは県のホームページをご確認ください。
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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

11
月
18
日
に
号
砲
が
鳴
り
響
い

た
、
第
24
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
只
見

町
チ
ー
ム
が
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
乗

り
越
え
、
2
年
ぶ
り
に
出
場
し
ま
し

た
。
今
回
の
成
績
は
一
昨
年
の
総
合

46
位
か
ら
45
位
の
6
時
間
３
分
42
秒

で
ゴ
ー
ル
、
町
の
部
で
も
一
昨
年
の

26
位
か
ら
25
位
と
、
い
ず
れ
も
順
位

ア
ッ
プ
の
力
走
を
見
せ
ま
し
た
。
競

技
は
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
か
ら
福
島
市
の
県
庁
前
ま
で
の

16
区
間
、
96
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
で
51
チ
ー
ム
の
選
手
に
よ
り

健
脚
が
競
わ
れ
ま
し
た
。
只
見
ラ
ン

ナ
ー
ズ
が
駅
伝
事
務
局
と
な
り
参
加

し
て
い
る
只
見
町
チ
ー
ム
は
、
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
29
、
今
年
も
中
学
生
や

高
校
生
が
中
心
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
メ

ン
バ
ー
構
成
で
大
会
に
臨
み
、
16
人

全
選
手
が
全
力
を
振
り
絞
り
、
町
の

代
表
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
を
元
気

づ
け
る
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。
福
岡

県
か
ら
災
害
復
旧
作
業
の
応
援
職
員

と
し
て
４
月
よ
り
只
見
町
役
場
に
勤

務
さ
れ
、
今
回
の
大
会
に
初
め
て
参

加
さ
れ
た
「
小
川
浩
一
郎
さ
ん
」
に

感
想
を
聞
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
新
潟
・

福
島
豪
雨
の
影
響
で
運
行
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
只

見
駅
か
ら
会
津
川
口
駅（
金
山
町
）

の
間
を
歩
く
只
見
線
応
援
イ
ベ
ン

ト
「
こ
こ
ち
い
い
散
歩
」
が
11
月

11
日
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
中
間
地
点
の
会
津

大
塩
駅
（
金
山
町
）
を
目
指
し
、

只
見
と
会
津
川
口
の
両
駅
か
ら
ス

タ
ー
ト
、
線
路
と
並
行
し
て
い
る

国
道
２
５
２
号
を
晩
秋
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
き

ま
し
た
。
人
影
の
な
い
駅
や
列
車

の
通
ら
な
い
線
路
を
目
に
し
た
参

加
者
は
改
め
て
早
期
再
開
通
へ
の

願
い
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。
ゴ

ー
ル
地
点
の
会
津
大
塩
駅
近
く
に

あ
る
大
塩
体
育
館
で
は
交
流
会
も

催
さ
れ
、
奥
会
津
な
ら
で
は
の
秋

の
ご
ち
そ
う
を
堪
能
し
ま
し
た
。

▲2年ぶりに参加した只見町チーム

▲只見駅をスタートする参加者

第
24
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

只
見
町
チ
ー
ム
２
年
ぶ
り
の
力
走

任
期
満
了
に
伴
う
只
見
町
長

選
挙
は
、
11
月
25
日
に
投
開
票

が
行
わ
れ
、
無
所
属
で
現
職
の

目
黒
吉
久
氏
（
60
）
が
当
選
し

ま
し
た
。
目
黒
氏
は
２
期
目
と

な
り
ま
す
。

当
日
有
権
者
数
は
４
１
４
０

人
、投
票
率
は
93
・
０
９
％
（
前

回
平
成
20
年
は
93
・
８
８
％
）

で
し
た
。

▽
町
長
選
挙
開
票
結
果

（
確
定
得
票
）

当　

１
９
２
７　目

黒
吉
久
（
60
）

　
　

１
９
０
２　菅

家
俊
一
（
67
）

当
選
証
書
の
付
与
は
26
日

に
、
役
場
本
庁
で
行
わ
れ
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
の
吉
津
五
郎

委
員
長
か
ら
目
黒
氏
に
当
選
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
24
年
12
月
16
日
か
ら
平

成
28
年
12
月
15
日
ま
で
で
す
。

吉
津
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
ま
れ
に
み
る
僅
差
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、結
果
が
出
た
以
上
、

す
べ
て
の
町
民
が
力
を
合
わ
せ

将
来
に
向
か
っ
て
輝
か
し
い
町

政
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

目
黒
吉
久
町
長
の
2
期
目
の

初
登
庁
は
12
月
17
日
の
午
前
9

時
の
予
定
で
す
。

▲当選証書を受け取る目黒吉久氏

目黒吉久氏
只見町長に当選

只
見
線
の
早
期
復
旧
を
願
い
…

只
見
線
応
援
企
画

こ
こ
ち
い
い
散
歩

　大会に関わった皆さん、
お疲れ様でした。このよう
な大会は福岡では開催され

ていないので、ちょっと過酷で、でも最高の思い
出ができました。応援していただいた只見町の皆
さん、本当にありがとうございました。

小川 浩一郎 さん
（只見町役場）

第 1 2 区 　 7 ･ 0 ㎞
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NEWS&FLASH

株
式
会
社
ヒ
ロ
タ
テ
ク
ノ
（
山
内

宏
二
代
表
取
締
役
）
の
新
工
場
が
杉

沢
地
内
に
建
設
さ
れ
、
11
月
７
日
に

同
工
場
内
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
目
黒
町
長
は
じ
め
齋
藤

邦
夫
町
議
会
議
長
や
関
係
者
が
出
席

し
、
工
場
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、

山
内
代
表
取
締
役
や
目
黒
町
長
、
齋

藤
町
議
会
議
長
ら
出
席
者
全
員
が
神

殿
に
玉
串
を
奉
げ
、
安
全
な
作
業
と

工
場
の
繁
栄
を
祈
願
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
工
場
内
の
見
学
会
が
行

わ
れ
、
出
席
者
は
最
新
機
器
の
稼
働

状
況
や
製
作
さ
れ
た
精
密
部
品
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

同
工
場
は
「
ふ
く
し
ま
産
業
復
興

企
業
立
地
補
助
金
」
の
対
象
企
業
に

指
定
さ
れ
、
福
島
県
、
只
見
町
、
事

業
者
で
企
業
立
地
協
定
を
結
び
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲新工場を見学する目黒町長（右から2人目）

株
式
会
社
ヒ
ロ
タ
テ
ク
ノ
竣
工
式

只
見
町
の
産
業
振
興
に
大
き
く
貢
献

ふ
る
さ
と
交
流
都
市
提
携
を

結
び
交
流
事
業
を
展
開
し
て
い

る
千
葉
県
柏
市
と
只
見
町
は
、

今
年
の
秋
に
地
元
で
収
穫
さ
れ

た
コ
シ
ヒ
カ
リ
60
キ
ロ
を
お
互

い
の
学
校
給
食
で
使
用
す
る
コ

メ
と
し
て
11
月
７
日
に
交
換
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
福
島
原
発
事

故
の
影
響
に
よ
る
農
産
物
の
風

評
被
害
を
払
拭
す
る
こ
と
や
、

食
育
の
推
進
、
農
家
の
生
産
意

欲
向
上
な
ど
を
目
的
に
交
流
事

業
の
一
環
と
し

て
、
今
年
初
め
て

行
わ
れ
た
も
の

で
、
交
換
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
目
黒

町
長
と
山
口
秀
治

柏
市
教
育
委
員
会

学
校
保
健
課
長
が

目
録
や
５
キ
ロ
入

り
の
米
袋
を
交
換

し
ま
し
た
。
目
黒

町
長
は
「
こ
れ
を

機
に
交
流
が
深
ま

る
よ
う
期
待
し
た

い
。
只
見
産
米
が

安
全
で
お
い
し
い

こ
と
を
柏
市
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く

き
っ
か
け
と
し
た

い
」
と
話
し
、
山
口
学
校
保
健

課
長
は
「
こ
の
よ
う
な
活
動
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
只
見
産

米
の
安
全
性
と
お
い
し
さ
を
市

民
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

長
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
考

え
を
述
べ
ま
し
た
。

交
換
さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

11
月
19
日
の
給
食
で
出
さ
れ
、

只
見
町
は
柏
市
の
コ
メ
を
、
柏

市
は
只
見
町
の
コ
メ
を
、
子
ど

も
た
ち
が
お
い
し
く
食
べ
ま
し

た
。

柏
市
と
学
校
給
食
用
コ
メ
を
交
換

風
評
被
害
を
払
拭
、
交
流
活
動
を
強
化

目黒宇一さんに経済産業省所管
統計調査功労統計調査員感謝状

只見小学校・父母と教師の会
福島県教育委員会から表彰

只見町統計調査員の目黒宇一さん（黒谷）に、経済産業省
所管統計調査功労統計調査員感謝状が贈られました。
伝達式は、10月31日に役場本庁で行われ、目黒町長から目
黒調査員へ感謝状が手渡されました。
目黒調査員は、昭和54年か
ら平成21年の間に商業統計調
査を8回、商工業実態基本調
査と経済センサスを各１回調
査され、統計調査の活動推進
や完全実施に貢献されていま
す。

只見小学校の父母と教師の会（皆川淳会長）が福島県教育委
員会から11月1日に表彰されました。
只見小学校の父母と教師の会では、児童・教職員・保護者が

一丸となり、同校の花壇をはじめ各地域に整備されている花壇
の世話をし、緑化と教育環境の美化を推進されました。昨年の
取り組みでは、豪雨災害の影響で、夏の時期に思うような活動
ができず、苦労しましたが、諦めずに花の世話を続け、最後ま
で彩り豊かな花壇が楽しめま
した。自然を愛し保護する心
を養うこのような活動が高く
評価され、社会教育の振興に
貢献されたとして表彰されま
した。

▲新米のコシヒカリを交換する目黒町長（中央右）と山口学校保健課長（中央左）

▲感謝状を手にする目黒宇一さん（中央）

▲表彰状を手にする皆川淳会長（中央）
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▽
つ
る
植
物
と
は･･･

自
ら
の
身
体
を
支
え
る
支
持

組
織
を
十
分
に
発
達
さ
せ
ず
支

柱
や
樹
木
に
と
り
つ
き
成
長
す

る
植
物
種
群
の
総
称
で
、
草
、

木
、
栽
培
作
物
が
あ
り
ま
す
。

種
類
は
、
巻
き
つ
き
型
、
巻
き

ひ
げ
型
、
吸
着
型
、
寄
り
か
か

り
型
、
複
合
型
、
絞
め
殺
し
植

物
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
巻

き
つ
き
型
の
場
合
、
支
持
木
に

巻
き
つ
く
こ
と
で
成
長
し
、
幹

回
り
の
太
い
木
に
は
巻
き
つ
け

ま
せ
ん
。
ま
た
、
つ
る
の
先
端

部
で
支
持
木
を
探
す
の
で
、
支

持
木
が
無
く
な
っ
た
ら
成
長
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
被
害
と
し

て
は
樹
幹
に
く
い
こ
み
締
め
付

け
る
「
く
い
こ
み
被
害
」
や
、

樹
冠
部
を
覆
っ
て
光
合
成
を
妨

げ
る
「
覆
い
被
害
」
が
あ
り
ま

す
。

▽
講
座
の
内
容
は･･･

参
加
者
か
ら
の
つ
る
伐
り
に

つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
既
に

絡
ま
っ
て
い
る
つ
る
を
切
る
の

は
支
持
木
に
傷
を
付
け
る
の

で
、
つ
る
を
木
か
ら
取
り
外
す

こ
と
が
重
要
と
解
説
、
ま
た
、

森
林
の
外
側
を
覆
う
よ
う
に
し

て
し
げ
る
つ
る
植
物
は
、
直
射

日
光
を
さ
え
ぎ
り
、
カ
ー
テ
ン

の
よ
う
に
中
の
環
境
を
一
定
に

保
つ
と
い
う
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。
つ
る
植
物
の
種
類
は
、
熱

帯
地
方
ほ
ど
多
く
、
寒
冷
な
地

域
に
な
る
と
少
な
い
が
、
日
本

で
は
特
異
的
に
南
か
ら
北
ま
で

多
く
の
種
類
が
生
育
し
、
天
然

林
ほ
ど
多
種
に
な
る
と
の
こ
と

で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
つ
る
植
物

の
生
態
を
詳
細
に
分
か
り
や
す

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ブ

ナ
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
講
座

を
開
い
て
い
き
ま
す
。

只見町ブナセンターでは身近なキノコに触れ合う
「キノコ観察会」を10月28日に行いました。観察地
は只見町青少年旅行村で、村内のキノコを採取し調
べました。この日は、朝から小雨が降り、肌寒い天
候でしたが、旅行村に宿泊されていた方々の参加も
あり17名でキノコを探しました。

ブナと川のミュージアムから旅行村へ移動する途
中、ミュージアム近くの只見川公園に生えていた「サ

サクレヒトヨダケ」というキ
ノコを観察しました。このキ
ノコは白いささくれた布を
すっぽり頭からかぶったお化
けのような外見をしていて、
遠目からは、にょきにょきと
白い棒のようなものが生えて
いるように見えます。そして、
夜のうちに白かった本体は

真っ黒なインクのように
溶け、朝には裾がまくれ
上がり、壊れたコウモリ
傘のような姿になること
から、この名前がつきま
した。

旅行村に到着すると、
参加者は思い思いの場所
でキノコを探し、30分ほ
どで様々なキノコを採取
することができました。採取したキノコは、ミュー
ジアムに持ち帰り、キノコに詳しい地元の方の指導
や図鑑などを使いながら名前や特徴を調べました。
なかには名前が不明なキノコもありましたが、名前
が確認できたキノコは20種類ありました。参加者は
採ったキノコを観察しながら、その種類の多さに自
然の豊かさを感じていました。

自然観察会 秋のキノコ観察会

つ
る
植
物
の
生
態

ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
講
座

11
月
11
日
に
、
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
ブ
ナ
セ
ン

タ
ー
講
座
「
つ
る
植
物
の
生
態
」
が
鈴
木
和
次
郎
ブ
ナ
セ

ン
タ
ー
館
長
を
講
師
に
開
か
れ
、
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲つる植物について説明する鈴木和次郎館長

▲ササクレヒトヨダケ
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町
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
平
成
24
年
度
上
半
期
（
４

月
１
日
～
９
月
30
日
）
の
予
算
の
執

行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
現
年
度
予
算
58
億
４
，
５
０
０

万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
４

回
の
補
正
で
73
億
１
，
８
３
５
万
６

千
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
前

年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
予
算
が
７
億

８
，
２
８
９
万
４
千
円
あ
り
ま
す
の

で
、
総
額
81
億
１
２
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

歳
入
の
う
ち
地
方
交
付
税
を
平
成

23
年
度
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
普

通
交
付
税
（
７
月
に
交
付
額
算
定
）

が
24
億
２
，
８
８
１
万
４
千
円
と
な

り
、
前
年
度
対
比
１
億
９
，
０
８
６

万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
特
別
交

付
税
（
平
成
25
年
３
月
に
交
付
額
決

定
）
に
つ
い
て
は
、
例
年
度
並
み
の

交
付
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
（
※
地
方
交
付
税
は
、「
普
通
交
付

税
」
と
「
特
別
交
付
税
」
の
２
種
類

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

主
な
事
業
内
容
は
、
役
場
庁
舎
新

築
事
業
＝
２
，
９
７
３
万
円
、
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
検
討
事
業
＝
７
１

３
万
円
、
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
事
業
＝
６
，
３
６
５
万

円
、
災
害
救
助
事
業
＝
５
，
６
３
５

万
円
、
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

負
担
金
＝
１
億
３
，
０
６
８
万
円
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
＝

２
，
０
６
９
万
円
、
広
域
圏
消
防
費

負
担
金
＝
１
億
４
，
１
９
１
万
円
、

克
雪
対
策
事
業
補
助
金
＝
２
，
０
０

０
万
円
、
定
住
促
進
等
住
宅
整
備
事

業
＝
７
，
７
２
２
万
円
、
集
会
施
設

整
備
事
業
＝
１
，
９
８
２
万
円
、
黒

谷
舘
跡
発
掘
調
査
事
業
＝
２
，
０
８

９
万
円
、
災
害
復
旧
事
業
＝
１9
億

６
，
３
５
８
万
円
な
ど
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

歳
入
の
収
入
済
額
は
９
月
ま
で
に

実
際
に
収
入
と
な
っ
た
金
額
で
、
歳

出
の
支
出
済
額
は
実
際
に
支
出
し
た

金
額
で
す
。

　

こ
れ
は
、
只
見
町
財
政
状
況
等
の
公

表
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
公
表
で
す
。

上
半

期財政状
況

お知らせ
します

◆一般会計（歳入） （単位：円、％）

款 款　名　称 予算額 収入済額 収入率
1 町 税 922,599,000 506,945,612 54.95
2 地 方 譲 与 税 69,000,000 20,145,087 29.20
3 利 子 割 交 付 金 700,000 316,000 45.14
4 配 当 割 交 付 金 200,000 105,000 52.50
5 株式等譲渡所得割交付金 1,000 0 0.00
6 地方消費税交付金 40,000,000 24,038,000 60.10
7 自動車取得税交付金 11,000,000 6,138,000 55.80
8 地方特例交付金 977,000 977,000 100.00
9 地 方 交 付 税 2,528,814,000 1,782,146,000 70.47
10 交通安全対策特別交付金 1,000,000 512,000 51.20
11 分担金及び負担金 23,972,000 11,236,406 46.87
12 使用料及び手数料 29,948,000 15,398,427 51.42
13 国 庫 支 出 金 627,283,000 35,147,865 5.60
14 県 支 出 金 1,623,765,000 325,044,721 20.02
15 財 産 収 入 21,650,000 14,897,511 68.81
16 寄 附 金 3,000 574,927 19,164�
17 繰 入 金 580,648,000 33,000,000 5.68
18 繰 越 金 211,820,000 211,820,720 100.00
19 諸 収 入 66,076,000 58,784,607 88.97
20 町 債 558,900,000 0 0.00

合　　　 計 7,318,356,000 3,047,227,883 41.64

◆一般会計（歳出） （単位：円、％）

款 款　名　称 予算額 支出済額 執行率
1 議 会 費 74,603,000 42,060,945 56.38
2 総 務 費 1,052,198,000 756,567,942 71.90
3 民 生 費 699,417,000 221,636,942 31.69
4 衛 生 費 599,671,000 213,447,157 35.59
5 労 働 費 13,000 0 0.00
6 農 林 水 産 業 費 590,442,000 105,306,369 17.84
7 商 工 費 582,887,000 187,656,276 32.19
8 土 木 費 455,413,000 141,243,354 31.01
9 消 防 費 211,425,000 181,509,808 85.85
10 教 育 費 358,202,000 207,676,387 57.98
11 災 害 復 旧 費 1,963,581,000 690,733,093 35.18
12 公 債 費 656,566,000 223,239,078 34.00
13 予 備 費 73,938,000 0 0.00

合　　　 計 7,318,356,000 2,971,077,351 40.60

◆特別会計 （単位：円、％）

会　計　名 予算額 歳　　入 歳　　出
収入済額 収入率 支出済額 執行率

1 国民健康保険事業 569,044,000 234,971,958 41.29 354,367,917 62.27
2 国民健康保険施設 456,115,000 111,902,479 24.53 210,751,940 46.21
3 後期高齢者医療 128,189,000 13,403,800 10.46 84,636,290 66.02
4 介 護保険事業 577,916,000 266,185,652 46.06 268,902,584 46.53
5 介護老人保健施設 243,328,000 78,804,540 32.39 218,956,901 89.98
6 訪問看護ステーション 21,000,000 3,418,997 16.28 10,769,523 51.28
7 地域包括支援センター 10,000,000 837,160 8.37 5,032,148 50.32
8 簡 易 水 道 305,103,000 32,160,530 10.54 68,237,095 22.37
9 観 光施設事業 85,000,000 0 0.00 28,832,838 33.92
10 交 流 施 設 98,080,000 0 0.00 93,509,064 95.34
11 集 落排水事業 502,187,000 45,345,990 9.03 184,096,677 36.66
12 朝 日 財 産 区 10,400,000 10,270,355 98.75 117,500 1.13

合　　　 計 3,006,362,000 797,301,461 26.52 1,528,210,477 50.83
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只見線の開通７0周年を記念した魚沼市民らとの交流
イベントが１１月１日に只見駅前で行われました。目黒
町長はじめ関係者や只見保育所児が、魚沼市民ら約50
人を乗せた只見線が到着すると「只見線開通７0周年お
めでとう」と書かれた横断幕を手に笑顔で出迎えまし
た。その後只見駅ホームで記念撮影し、駅前広場で歓
迎アトラクションが催され、もちつきや抽選会で盛り
上がりました。目黒町長は「只見線を利用し魚沼市と
の交流をさらに盛んにしていきたい」と話しました。

只　
見駅前で魚沼市民と交流会行う記　

念登山で福島の復興を祈願
ＪＲ只見線開通70周年記念イベント「明和山の会」結成20周年

▲参加者全員で開通70周年を祝い記念撮影

▲富士山頂で一日も早い復興を願った参加者

明和山の会（添田利紀会長）が今年、結成20周年を
迎え、その記念事業として8月5日から６日に参加者１9
名で富士山に登りました。富士登山は同会が結成して
から今回で３回目、参加者全員が山頂に到着すると「が
んばろう福島・復興祈願登山」と書かれた横断幕を手
に記念撮影し、福島県の復興を祈りました。さらに１１
月１１日には１７名が日本百名山の一つ両神山（埼玉県）
への登山も行いました。今後も随時、名峰の頂を目指
すということです。

保育所じょうずに
　かわいく
　 名演技♪

お う かゆ ぎ い

明和保育所（11月21日）

朝日保育所（11月22日） 只見保育所（11月28日）
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皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５2１０　Fax 82−2１１7

小林農事組合（馬場敏行組合長）では、小林区民の
皆さんが「村の達人に学ぶ」懇談会をとおして、より
よい野菜づくりを行なってきた成果発表会を、１１月１5
日に小林公民館で開き、手塩にかけ育てられた野菜な
ど１0１点が所せましと並べられました。この日は、参
加者4１名で出品物を審査、野菜の大きさや形、色つや
などを品評し、全出品者が入賞しました。最高賞の小
林区長賞は「橋川利貞」さんの長いもが受賞しました。
おめでとうございます。

うつくしまふくしま第３5回県小学生バレーボール選
手権大会会津地区大会が１１月１0日から１１日に高田体育
館（会津美里町）などで開かれ、女子は只見ガッツス
ポーツ少年団が見事に優勝しました。只見ガッツのメ
ンバーは１回戦から安定したチームプレーで、優勝ま
でに5回戦を勝ち進みました。この大会には会津地域
から男子３チーム、女子2１チームが出場し熱戦が繰り
広げられました。只見ガッツは１2月に福島市で開かれ
る県大会に出場します。

参　
加者全員で野菜などを審査元　

全日本バレーボール選手がやってきた

只　
見ガッツスポーツ少年団が優勝！大　

水害に負けない元気と勇気をアピール

小林地区農産物成果発表会アスリート夢先生「心の授業」

▲只見中学校特設合唱部の合唱

▲出品物の審査を全員で行う参加者

▲賞状や盾を手に優勝を喜ぶ只見ガッツスポ少

▲明和小児童に体験談を話す齋藤信治さん

福島県小学生バレーボール会津大会只見町小中学校音楽祭

ただみコミュニティクラブの主催で、１１月9日にア
スリート夢先生「心の授業」が行われ、明和小学校に
元全日本男子バレーボール代表で北京五輪出場選手の
「齋藤信治さん」が来校しました。齋藤さんは、同校
児童にバレーボールの技術指導をしたり、給食を一緒
に食べたりして触れ合った後、4年生から６年生の児童
を前に学生時代の頃から全日本代表選手として活躍す
るまでのバレーボール人生を熱く語り、夢をあきらめ
ないことの大切さを伝えました。

11月8日に只見町小中学校音楽祭が只見中学校体育
館で開かれ、只見小の2～4年生と朝日・明和小の３～4
年生児童、只見中全校生徒が参加しました。児童生徒
は、短い期間で一生懸命に練習した成果を披露、各小
学校の合奏では息の合った楽器演奏を、合唱では元気
あふれる歌声を響かせました。また、只見中全校生や
特設合唱部の合唱では清らかで繊細な美しい歌声が保
護者らを感動させていました。参加者の元気と勇気が
伝わる音楽祭となりました。
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今
回
は
、
歯
と
お
口
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

歯
と
お
口
に
は
、
大
き
く
分
け
て
７
つ
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。

①
食
べ
る
こ
と

②
話
す
こ
と

③
脳
へ
の
刺
激

④
殺
菌
作
用
や
免
疫
物
質
を
含
ん
だ
唾
液
の
役
割

⑤
平
衡
感
覚
を
保
つ

⑥
ス
ト
レ
ス
の
発
散

⑦
表
情
を
つ
く
る

歯
を
失
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
失

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

歯
を
失
う
２
大
原
因
は
、
虫
歯
と
歯
周
病
で
す
。

歯
周
病
は
年
齢
と
と
も
に
悪
化
し
、
40
歳
以
降
で
は

急
速
に
悪
化
す
る
ケ
ー
ス
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
歯
周
病
が
恐
ろ
し
い
の
は
、
重
症
化
す
る

ま
で
痛
み
が
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
気
づ
い

た
時
に
は
症
状
が
か
な
り
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
歯
垢
や
歯

石
を
綺
麗
に
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
痛
く
な
い
か
ら
」、「
時
間
が
な
い
か
ら
」、「
痛

い
こ
と
を
さ
れ
そ
う
だ
か
ら
」と
遠
慮
を
な
さ
ら
ず
、

定
期
的
（
年
に
２
～
３
回
）
な
歯
科
検
診
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。
専
門
的
な
清
掃
、
口
腔
内
の
状
況

に
あ
っ
た
適
切
な
口
腔
清
掃
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
期
的
な
歯
科
検
診
と
同
じ
よ
う
に
大
切
な
こ

と
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
楽
し
い
食
事

を
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
笑
い
は
健
康
に
非
常

に
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
楽
し
い
食
事
を
す
る
こ

と
も
ま
た
、
健
康
に
と
て
も
い
い
の
で
す
。

ま
ず
、
顔
の
筋
肉
が
刺
激
さ
れ
、
よ
く
動
く
よ
う

に
な
り
、食
べ
こ
ぼ
し
な
ど
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

舌
が
刺
激
さ
れ
、
食
べ
物
を
噛
み
砕
い
た
り
飲
み
込

ん
だ
り
す
る
動
き
が
良
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
唾

液
の
分
泌
も
促
進
さ
れ
消
化
が
良
く
な
り
、
食
べ
か

す
が
お
口
の
中
に
残
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て

し
っ
か
り
噛
む
こ
と
に
よ
り
、
お
口
の
機
能
が
維
持

さ
れ
滑
舌
が
良
く
な
っ
た
り
、
話
す
こ
と
が
楽
し
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

お
口
の
環
境
を
き
れ
い
に
保
ち
楽
し
い
食
事
を
す

る
こ
と
は
、健
康
な
毎
日
を
送
る
土
台
と
な
り
ま
す
。

「
美
味
し
く
食
べ
て
に
っ
こ
り
笑
顔
」

寒
さ
に
負
け
ず
健
康
な
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

『
美
味
し
く
食
べ
て
に
っ
こ
り
笑
顔
』

広
報
た
だ
み
診
療
所

今
年
は
例
年
に
比
べ
初
雪
が
早
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
ク
リ
ス
マ

ス
に
イ
ギ
リ
ス
へ
一
時
帰
り
ま
す

が
、
そ
の
前
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
行

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
南
会
津
の
よ
う
な
数

多
く
の
ス
キ
ー
場
の
近
く
で
生
活
す

る
の
は
今
回
が
最
後
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
な
の
で
今
の
う
ち
に
十
分

楽
し
ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
の
中
で
も
こ
の
日
本
は
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
に
最
も
適

し
た
国
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

只
見
町
の
小
学
校
に
お
い
て
、
と

て
も
楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
授
業

を
た
く
さ
ん
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
ク
リ
ス
マ
ス
の
授
業
も
同
じ
よ
う

に
楽
し
く
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
私
の
最
も
好
き

な
時
期
で
、
今
年
は
実
家
に
帰
り
、

家
族
や
友
達
と
と
も
に
過
ご
そ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
も
う
２
年
近

く
イ
ギ
リ
ス
に
帰
っ
て
お
ら
ず
、
今

回
の
帰
省
を
本
当
に
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
私
に
と
っ
て
、
は
じ
め
て

と
な
る
「
感
謝
祭
」
の
料
理
を
作
る

年
と
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は

感
謝
祭
は
最
も
重
要
な
祝
日
の
一
つ

で
す
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
で
は
通
常

行
わ
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

た
い
て
い
七
面
鳥
（
タ
ー
キ
ー
）
や

野
菜
、
そ
し
て
ピ
ー
チ
パ
イ
な
ど
を

感
謝
祭
に
食
べ
ま
す
。
私
は
今
ま
で

七
面
鳥
を
焼
い
た
こ
と
が
な
い
の
で

少
し
緊
張
し
て
い
ま
す
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
訳
・
只
見
中
・
平
野
）

アンナ
先生の ライフインジャパン

ライフインジャパン

アンナ　　　　　ジョージ
■ Anna・George

・1987年生まれ。英国ノーフォー ク出身。
・2010年8月から只見町英語指導助手。
・小学校と中学校で語学の指導を行います。

Life in

JAPAN
Vol.23

朝
日
診
療
所

　

歯
科
医
師
　
齋
藤
　
さ
ゆ
り
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日
本
の
入
会
地
研
究
と

只
見
町
の
共
有
林

私
た
ち
は
只
見
町
の
共
有
林
の
管

理
ル
ー
ル
に
興
味
を
も
ち
、
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。
と
く
に
集
落
ご
と

に
異
な
る
管
理
ル
ー
ル
が
と
ら
れ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
関
心

を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
理
由
を
調
べ

て
い
ま
す
。

只
見
町
で
は
集
落
ご
と
に
共
有
林

を
管
理
す
る
ル
ー
ル
が
異
な
っ
て
い

ま
す
が
、
日
本
全
国
で
み
た
場
合
、

ル
ー
ル
は
ど
の
く
ら
い
異
な
る
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答

え
る
た
め
に
は
、
日
本
で
行
わ
れ
て

き
た
入
会
地
の
研
究
が
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
す
。

入
会
地
は
集
落
の
み
ん
な
が
共
同

し
て
利
用
し
て
い
る
山
林
原
野
で
あ

り
、
共
有
林
も
入
会
地
の
ひ
と
つ
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

会
地
に
対
す
る
学
問
的
な
関
心
は
明

治
時
代
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
明
治
時

代
に
作
ら
れ
た
民
法
は
、
西
洋
的
な

土
地
所
有
の
あ
り
か
た
（
一
人
一
人

が
土
地
を
所
有
す
る
権
利
が
あ
る
）

を
日
本
に
輸
入
し
ま
し
た
。し
か
し
、

入
会
地
の
土
地
所
有
の
あ
り
か
た

（
集
落
の
み
ん
な
が
土
地
を
所
有
す

る
権
利
が
あ
る
）
は
西
洋
的
な
土
地

所
有
の
あ
り
か
た
と
は
異
な
る
も
の

で
、
入
会
地
を
民
法
の
中
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
の
か
が
大
き
な
関

心
事
だ
っ
た
の
で
す
。

入
会
地
に
対
す
る
研
究
は
戦
前
か

ら
数
多
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
戦

後
、
川
島
武
宜
東
京
大
学
名
誉
教
授

を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
精
力
的

に
全
国
の
入
会
地
を
丹
念
に
調
査
研

究
し
た
結
果
、
入
会
地
は
さ
ま
ざ
ま

な
使
い
か
た
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
住

民
が
入
会
地
の
資
源
（
薪
・
山
菜
な

ど
）
を
自
由
に
使
う
と
い
う
や
り
か

た
に
加
え
、
集
落
が
中
心
と
な
っ
て

入
会
地
に
植
林
し
た
り
、
入
会
地
を

区
分
け
し
て
住
民
に
自
由
に
使
わ
せ

た
り
す
る
や
り
か
た
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
入
会
地

の
使
い
か
た
は
、
集
落
の
産
業
、
集

落
内
の
人
間
関
係
、
集
落
の
歴
史
な

ど
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

川
島
先
生
た
ち
の
調
査
は
主
に
昭

和
20
～
30
年
代
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
が
、
昭
和
49
年
に
黒
木
三
郎
早
稲

田
大
学
名
誉
教
授
ら
が
林
野
庁
の
委

託
を
う
け
て
、
全
国
１
４
４
０
件
に

も
及
ぶ
入
会
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
ま
で
に
例
を
見
な
い
大
規

模
な
調
査
で
、
そ
の
成
果
は
『
昭
和

49
年
全
国
山
林
原
野
入
会
慣
行
調

査
』
と
い
う
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
入
会
地
の
情
報
を
も
と
に
統
計

分
析
を
行
い
、
当
時
の
入
会
地
利
用

の
あ
り
か
た
を
分
類
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
①
集
落
が
入
会
地
に
植
林

し
、
住
民
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い

る
も
の
、
②
入
会
地
の
使
い
か
た
は

①
と
共
通
す
る
も
の
の
、
利
用
す
る

権
利
は
集
落
に
居
住
し
て
い
る
人
に

加
え
、
集
落
か
ら
離
れ
た
人
に
も
与

え
ら
れ
る
も
の
、
③
入
会
地
を
区
割

り
し
て
集
落
の
住
民
に
与
え
る
も

の
、
④
入
会
地
の
資
源
を
住
民
が
自

由
に
利
用
す
る
も
の
、
と
い
う
４
つ

の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
時
代
が
変
化
す
る
こ

と
で
②
の
よ
う
な
新
し
い
利
用
の
あ

り
か
た
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
入
会

地
に
は
さ
ま
ざ
ま
利
用
の
し
か
た
が

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、集
落
の
特
徴
に
よ
っ
て
、

４
つ
の
タ
イ
プ
の
う
ち
、
ど
れ
に
な

り
や
す
い
か
が
決
ま
る
、
と
い
う
こ

と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
入
会
地
研
究
の
成
果
を
も

と
に
考
え
る
と
、
只
見
町
の
共
有
林

の
管
理
ル
ー
ル
の
あ
り
か
た
は
特
有

な
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
多
く
の
地

域
に
共
通
す
る
も
の
だ
と
い
え
そ
う

で
す
。
つ
ま
り
、
集
落
の
あ
り
か
た

に
よ
っ
て
共
有
林
の
利
用
の
し
か
た

が
違
う
、
と
い
う
の
は
只
見
町
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
全
国
で
も
あ
て
は

ま
る
も
の
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
、『
昭
和
49
年
全
国
山

林
原
野
入
会
慣
行
調
査
』
に
只
見
町

の
事
例
も
１
件
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

明
和
地
区
の
二
軒
在
家
の
入
会
地
で

す
。
手
も
と
の
資
料
に
よ
る
と
、
さ

き
ほ
ど
の
④
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
只
見
町

の
共
有
林
は
大

規
模
な
全
国
調

査
で
も
注
目
さ

れ
る
貴
重
な
も

の
な
の
で
す
。

と
っ
て
お
き
の
話

221

立
教
大
学
社
会
情
報
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
金
澤
　
悠
介

只見学

戦後、さかんに植林された
入会地

共
有
林
は
ム
ラ
の
財
産
〜
只
見
町
の
共
有
林
に
学
ぶ
〜
④
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
十
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

十
一
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

一
　
穂

カ
シ
ラ
ー
ナ
カ
秋
季
検
閲
声
高
く

吹
奏
楽
山
の
色
付
き
裾
野
ま
で

ア
ツ
子

紅
葉
の
目
薬
の
木
や
名
主
跡

古
里
は
ダ
ム
湖
と
な
り
ぬ
朴
落
葉

礼

紅
萩
の
実
も
つ
ら
な
り
て
切
り
通
し

減
水
の
山
肌
寒
し
田
子
倉
湖

一
　
灯

横
書
き
の
出
来
な
い
男
実
南
天

灯
下
親
し
ち
び
た
鉛
筆
捨
て
が
た
く

邦
　
男

道
の
辺
の
馬
頭
観
音
銀
杏
散
る

水
涸
る
る
村
の
外
れ
の
六
地
蔵

隆
　
堂

身
に
入
む
や
水
に
つ
な
が
る
も
の
多
し

鷹
渡
る
越
後
境
の
明
け
の
空

藤
　
彦

大
根
が
右
往
左
往
す
堀
の
中

晴
天
の
銀
杏
の
枝
天
を
刺
し

恒
　
夫

観
音
の
在
す
岩
屋
や
渓
紅
葉

吊
橋
を
渡
る
杖
音
十
一
月

吉
　
児

父
の
忌
や
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
献
じ
け
り

腰
病
む
や
閨
に
差
し
入
る
冬
の
月

信

チ
ア
ガ
ー
ル
笑
顔
弾
け
る
秋
の
空

懐
か
し
き
友
と
語
れ
ば
小
鳥
来
る又

壱
歩

家
人
な
き
軒
に
匂
う
や
花
八
ツ
手

茅
刈
り
の
見
え
隠
れ
す
る
夫
の
笠邦

　
夫

文
化
の
日
開
く
カ
タ
カ
ナ
語
の
辞
典

ダ
ム
あ
り
て
霜
な
き
村
に
老
い
に
け
り

康
　
女

秋
麗
た
し
か
に
老
い
て
ゆ
く
身
か
な

紅
葉
山
茅
葺
き
屋
根
の
そ
ば
処　

笑
　
羊

人
形
の
髭
の
ゆ
る
み
に
残
る
蝿

綿
虫
や
景
品
積
み
し
展
示
場

リ
ウ
コ

熊
除
け
の
鈴
鳴
ら
し
つ
つ
登
校
す

大
根
の
太
く
て
抜
け
ぬ
入
日
か
な

都

秋
の
日
や
家
路
へ
急
ぐ
峠
道

野
山
に
も
町
明
か
り
に
も
秋
時
雨洋

　
子

三
度
目
の
谷
間
の
雪
の
し
き
り
な
り

迎
う
る
も
送
る
も
清
し
花
八
ツ
手

小
倉
キ
ミ
子

夕
明
り
残
れ
る
畑
に
大
根
引
く
人
は
影
絵
の
如
く
に
動
く

関
谷
登
美
子

災
害
で
途
絶
え
し
列
車
の
再
開
日
思
ひ
め
ぐ
り
て
我
も
乗
り
来
し五

十
嵐
夏
美

病
み
つ
ぎ
て
楽
し
む
暇
も
な
く
逝
き
し
甥
の
窶
れ
し
頬
擦
り
つ
ぐ渡

部
ゆ
き
子

猛
暑
に
て
山
の
木
の
実
も
不
足
ら
し
熊
の
出
没
放
送
続
く

古
川
　
英
子

弱
き
身
に
看
取
り
し
義
兄
も
遂
に
逝
き
火
葬
場
へ
の
道
は
紅
葉
深
し

馬
場
　
八
智

僅
か
な
る
実
り
な
れ
ど
も
娘
ら
に
送
る
楽
し
み
あ
り
て
続
け
ぬ

目
黒
　
富
子

借
り
る
よ
と
独
り
ご
と
言
ひ
晴
れ
し
日
の
空
家
の
庭
に
蕎
麦
を
広
げ
る

渡
部
ヨ
リ
子

え
ご
ま
干
す
夫
は
群
が
る
雀
ら
を
追
ふ
こ
と
頼
み
外
に
出
で
ゆ
く新

国
　
洋
子

頂
き
し
赤
き
カ
ト
レ
ア
卓
上
の
真ま
な
か中
に
置
き
て
夕
餉
賑
ふ（

　
出
　
詠
　
順
　
）
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税●
国
民
健
康
保
険
税（
６
期
）

●
水
道
使
用
料（
３
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
１2
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
６
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
５
期
）

12
月
25
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

無
利
子
で
奨
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
次
の
事
項
に
留
意

さ
れ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
及
び
条
件

▽
平
成
25
年
度
に
高
等
学
校
・
短

期
大
学
・
大
学
又
は
各
種
学
校

に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方

で
、
品
行
が
正
し
く
、
学
術
に

優
れ
、身
体
強
健
で
あ
る
こ
と
。

▽
貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
の
、
本

籍
又
は
住
所
が
只
見
町
に
引
き

続
き
６
ヵ
月
以
上
有
す
る
こ

と
。

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
業
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

●
利
用
可
能
貸
与
額

▽
高
等
学
校

　

月
額
１
２
，
０
０
０
円
以
内

只
見
町
で
は
、
将
来
、
町
の
施
設

で
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
職
種
を
め
ざ
す
方
に
対
し

て
奨
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
職
種
・
条
件

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
放

射
線
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士

※
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
前
項
の

職
種
の
養
成
施
設
に
在
学
ま
た
は

在
所
し
、
国
ま
た
は
他
の
団
体
か

ら
同
種
類
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
て
い
な
い
方

●
貸
与
額　

月
額
１0
万
円
以
内

●
奨
学
資
金
の
返
還
及
び
免
除
規
定

奨
学
資
金
貸
与
条
例
に
よ
り

▽
原
則
と
し
て
10
年
以
内
に
返

還
。

▽
た
だ
し
、
一
定
の
期
間
内
に
資

格
を
取
得
し
、
資
格
取
得
後
直

ち
に
町
の
機
関
に
就
職
し
、
そ

の
後
引
き
続
き
10
年
以
上
当
該

業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
返
還

の
債
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み
手
続
き

奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
に
住
民
票

抄
本
・
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
等
を

添
え
て
保
健
福
祉
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

用
紙
等
は
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方

に
直
接
送
付
し
ま
す
の
で
、
保
健
福

祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
必
要
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
、
進
学
予
定
の
方
も

受
け
付
け
ま
す
。

●
募
集
期
間

平
成
25
年
２
月
15
日
（
金
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
保
健
班

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
７
０
０
５

▽
私
立
大
学

　

月
額
４
０
，
０
０
０
円
以
内

▽
国
公
立
大
学
・
短
期
大
学
及
び

各
種
学
校

　

月
額
３
０
，
０
０
０
円
以
内

▽
支
度
金（
４
年
制
大
学
に
限
る
）

　

大
学
入
学
時

　

３
０
０
，
０
０
０
円
以
内

●
奨
学
資
金
の
返
還

奨
学
生
は
、卒
業
も
し
く
は
退
学
・

奨
学
金
辞
退
等
の
月
よ
り
６
ヵ
月
の

返
還
準
備
期
間
を
お
き
、
７
ヵ
月
目

か
ら
８
年
以
内
に
月
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
手
続

教
育
委
員
会
・
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・

只
見
中
学
校
・
只
見
高
校
・
南
会
津

高
校
・
町
内
郵
便
局
・
東
邦
銀
行
只

見
支
店
・
Ｊ
Ａ
会
津
み
な
み
只
見
支

店
に
あ
る
「
願
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
在
学
校
に
「
推
薦
書
」
を

作
成
・
交
付
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

家
族
全
員
の
所
得
証
明
書
及
び
住
民

票
（
世
帯
票
）
を
添
え
、
願
書
等
の

交
付
の
際
に
同
封
さ
れ
る
「
募
集
の

し
お
り
」の
注
意
事
項
を
厳
守
の
上
、

教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
受
付
期
間

２
月
15
日
（
金
）
ま
で

●
奨
学
生
の
採
用
決
定

教
育
委
員
会
で
決
定
し
本
人
に
通

知
し
ま
す
。
通
知
は
、
３
月
中
旬
頃

に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
班

　

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
３
２
０

平
成
25
年
度

　

只
見
町
奨
学
生

保
健
師
等
を
め
ざ
す奨

学
生

検査完了日　11月30日（金）
検 査 期 間　9月21日〜11月30日（試運転調整期間含む）
検査済袋数　59,471袋（11月30日現在）
　　　　　　　　うち50ベクレルを超えたものはありません。

町民皆様のご協力により、スムーズに検査を行うことができました。
ありがとうございました。なお検査結果は下のホームページでご覧く
ださい。

ふくしまの恵み安全対策協議会のホームページ
https://fukumegu.org/ok/kome

平成24年産米の全袋放射性セシウム検査結果
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１日�只見線（小出・大白川間）開通70周
年記念行事・祝賀会

３日�第42回只見町文化祭、南会津広域消
防署職員採用試験

５日�只見川豪雨災害復興協議会
６日�臨時庁議、只見町議会全員協議会
７日�㈱ヒロタテクノ竣工式典・落成式典
８日�第24回ふくしま駅伝只見町チーム結

団式
１0日�第20回只見新そばまつり
１１日�ここちいい散歩、只見町文化協会第

17回芸能発表会
１３日�平成24年度只見町戦没者慰霊祭
１5日�只見町職員採用候補者（看護師・保

健師）2次試験
１8日�ユネスコエコパークシンポジウム
2７日�雪まつり実行委員会
28日�只見・金山・昭和県道改修促進期成

同盟会、福島県町村会役員会及び知
事との懇談会

29日�区長連絡協議会町内研修
３0日�災害派遣職員離任式

町 長 室 日 誌
〈　11　月　分　〉

生

活

LIFE
　

次
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
の
保
育

所
入
所
児
童
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
所
基
準

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
満
１

歳
以
上
の
児
童
で
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
を
し
て
い
る
た
め
に
保
育
が
で

き
な
い
児
童

●
募
集
定
員

▽
只
見
保
育
所　

60
名

▽
朝
日
保
育
所　

60
名

▽
明
和
保
育
所　

60
名

●
受
付
期
間

平
成
24
年
12
月
３
日
（
月
）

～
12
月
28
日
（
金
）
ま
で

※
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
ま
で
で
、
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。
た
だ

し
各
保
育
所
で
は
土
曜
日
の
午
前

中
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
場
所

▽
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
只
見
町
役
場
窓
口

▽
只
見
・
朝
日
・
明
和
保
育
所

▽
朝
日
・
明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

●
申
込
書
類

※
受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
保
育
所
入
所
申
込
書

▽
保
育
申
告
書

●
そ
の
他

　

以
前
、
提
出
さ
れ
た
入
所
申
込
書

の
「
保
育
の
実
施
を
希
望
す
る
期
間
」

が
平
成
25
年
度
も
申
し
込
ま
れ
て
い

る
場
合
、
今
回
は
保
育
申
告
書
の
み

提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
24
年

12
月
現
在
退
所
さ
れ
て
い
る
児
童
は

申
込
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
班

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
７
０
１
０

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
次

の
点
に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ

う
。

▽
作
業
を
行
う
前
に
必
ず
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
使
い

方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

▽
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部

が
完
全
に
停
止
し
て
か
ら
雪
か
き

棒
を
使
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部
が
完

全
に
停
止
し
て
か
ら
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

▽
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟
ま

れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
足
も
と
や

後
方
の
障
害
物
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▽
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す
方

向
に
人
や
車
や
建
物
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
除

雪
機
の
周
り
に
は
絶
対
に
人
を
近

づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会

☎
０
３
―
３
４
３
３
―
０
４
１
５

町
で
は
、
将
来
只
見
町
で
農
業
に

従
事
す
る
た
め
農
業
後
継
者
育
成
を

目
的
と
す
る
学
校
に
在
学
す
る
者

に
、
そ
の
修
学
に
必
要
な
資
金
の
一

部
を
貸
与
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。希

望
者
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
対
象
者

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業

短
期
大
学
校
、
財
団
法
人
日
本
農
民

教
育
協
会
鯉
渕
学
園
に
在
学
し
て
い

る
者
。

※
進
学
予
定
者
も
受
付
け
ま
す
。

※
国
ま
た
は
他
の
団
体
か
ら
同
種
の

奨
学
資
金
の
貸
与
等
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

●
貸
与
額　

月
額　

10
万
円
以
内

●
奨
学
資
金
の
返
還
及
び
免
除
規
定

学
校
を
退
学
し
た
場
合
や
卒
業
後

に
農
業
に
従
事
し
な
い
場
合
は
返
還

義
務
が
生
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
卒
業

後
直
ち
に
町
内
に
お
い
て
農
業
に
従

事
し
、
そ
の
後
10
年
以
上
農
業
に
従

事
し
た
場
合
は
返
還
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

●
応
募
方
法

奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
（
様
式
第

１
号
）
に
、
住
民
票
、
履
歴
書
、
健

康
診
断
書
並
び
に
申
請
者
が
在
学
す

る
学
校
長
が
発
行
し
た
入
学
以
後
の

学
業
成
績
表
、
学
業
及
び
人
物
に
対

す
る
所
見
を
記
載
し
た
推
薦
書
を
添

付
し
、
産
業
振
興
課
農
林
班
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
を
希
望
さ

れ
る
方
は
産
業
振
興
課
農
林
班
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

平
成
25
年
２
月
22
日
（
金
）
必
着

▼
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
農
林
班

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
３
０

平
成
25
年
度　

保
育
所
入

所
児
童
申
込
み
受
付
開
始

正
し
い
操
作
で
安
全
除
雪

農
業
者
を
め
ざ
す
奨
学
生
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

★いじめられている君へ　
　いじめている君へ　
　いじめを見ている君へ

秋元才加ほか／著　（朝日新聞社）
朝日新聞で連日、大反響をよんだ
連載が一冊に。読んで考えてくださ
い。家族や友達と話しあってくださ
い。63人の著名人からの、命のメッ
セージ。
2006年の連載、新聞未掲載も含め
た永久保存版。

★永遠の０（ゼロ）　
百田尚樹／著　（講談社）
「娘に会うまでは死ねない、妻との
約束を守るために」。そう言い続けた
男は、なぜ自ら零戦に乗り命を落と
したのか。終戦から６0年目の夏、健
太郎は死んだ祖父の生涯を調べてい
た。天才だが臆病者。想像と違う人
物像に戸惑いつつも、１つの謎が浮
かんでくる…。記憶の断片が揃う時、
明らかになる真実とは。

★かようびのよる
デヴィッド・ウィーズナー
／作・絵　（徳間書店）
それは、ある火曜日の夜の
こと。蓮の葉に乗ったたくさ
んのカエルたちが、池から町
をめざして飛び始め…。夜明
けまでの出来事をリアルな描
写で描き、日米両国で高い評
価を受けた傑作絵本。映画を
見ているような場面展開が魅
力的。

★図書室に関するご要望や購入図書のご希望など、お
気軽にお寄せください。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
今
年
も
最
後
の
月
を
迎
え
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
只
見
町
で
も
様
々
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
多
く

の
こ
と
を
皆
様
に
お
伝
え
し
よ
う
と
努

力
し
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
な
ど
も

あ
り
、
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
来
年
へ
の
反
省
点

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
情
報
提
供
い

た
だ
い
た
方
々
、
取
材
や
制
作
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

年
も
広
報
た
だ
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
▽
一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。

平成24年11月1日現在

人　口　　  ４，７８６（＋１）
　男　　  　２，３０５（＋５）
　女　　  　２，４８１（－４）
世帯数　  　１，８４５（＋２）

高齢化率　　４１．３％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　10　転出　７　出生　３　死亡　５

地区センター長
馬場　博美

只見地区センター
図書室☎ 82 ｰ 2141

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。

（11月1日～11月30日届出分 ･ 敬称略）

■お誕生おめでとうございます
三　瓶　成

なる

　翔
と

（男／宏　人・美由紀）只　見

■ご結婚おめでとうございます
二軒在家　山内　　翔 ♡ 叶津　長谷部　祐美

■おくやみ申し上げます
馬　場　　　譽 89歳 長 浜
渡　部　チカエ 99歳 小 川
藤　田　セツ子 84歳 只 見
新　國　ウラノ 91歳 只 見
谷　沢　ミツエ 87歳 長 浜
菊　地　　　守 88歳 梁 取
五十嵐　チドリ 77歳 坂 田
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

アカハジロのメス個体

皆様のご支援、ありがとうございます。
豪雨災害による支援

　多くの皆様から、お見舞いなどのご支援をいただいております。
誠にありがとうございます。いただきました支援金については、
災害復旧対策などのため有効に使わせていただきます。

支 援 金　　６ ， ７ ７ 4 ， ６ ０ ５ 円　（６５件）
12月3日現在

アカハジロ
（学名： Aythya baeri ）

[カモ目カモ科　ハジロ属]

中型の海ガモ類の一種。マガモなどの淡水

カモと比べると、水面に浮くときに尾を水面に

つけていること、エサをとるときに全身で水に

潜ること、飛び立つときに水面を助走すること

などが異なっています。

中国東北部・アムール川周辺で繁殖し、中

国南部から台湾辺りにかけて越冬します。日

本は渡りのルートから外れているので数は少ないですが、全国で記録があります。

只見町では只見湖においてブナセンターの職員により、今年の１１月に初めて飛来が確認されまし

た。ダム湖で他のカモたちと混じって生活しています。エサは水中に潜り水草の茎や葉をよく食べてい

ます。

企画展示 ○「只見の巨樹・巨木」展
只見町の巨樹や巨木をパネル展示で紹介いたします。
期　間　：　平成 25 年１月 4 日（金）～ 4 月 15 日（月）

※あわせて、平成 25 年 1 月 19 日（土）に、ブナセンター講
座も開催します。ぜひご来館ください。

℡0241(72)8355


